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絵本を活用したリテラシー実践への 
マルチリテラシーズの影響
―オーストラリア連邦Nsw州及びQld州の調査を例に―
1．はじめに
通信機器やそれに伴うテクノロジーの発達。またこれらの変化と相まって、急速に変
化を遂げる社会。こういった変化の中で学習者を取り巻くテクスト環境は、かつて無い
程の速度で、急激な変化を遂げている。こういった学習者を取り巻く社会やテクスト環
境の変化に対応できるよう、各国はリテラシーの教育改革に取り組み、試行錯誤を繰り
返している。
本小論では、その中でも特に2000年前後からのリテラシー教育の改革に、大きな影響
力を及ぼしている研究者グループ、ニューロンドングループ（New London Group）の
研究に焦点を当て、その研究・提案がリテラシー教育実践、特に絵本を用いた授業にど
ういった影響を及ぼしているのかを、2003年2005年2007年2009年2011年2013年の執筆者
の現地調査から報告し考察する。
ニューロンドングループとは、イギリス、アメリカ、オーストラリア、南アフリカの
言語系の研究者によるグループで、マルチリテラシーズという研究・提案を行っている
グループである（足立、2005、2006、2008）。同グループは、上述のような背景によっ
てもたらされる多様なコミュニケーション様式の変化に対応すべく、「デザイン」とい
う語をキーワードに新たなパラダイムを提案している。背景として分析しているのは、
政治的な権力関係や、雇用、経済といった社会構造の変化。それに伴う人々の価値、文
化的な認識の変化。そして技術革新によってもたらされるコミュニケーション様式の変
化である。これらの状況の変化に対応し、新旧様々なコミュニケーション様式を、場に
応じてメタ的にクリティカルに学び使いこなせるよう、教育内容と教育方法二方面から
の提案を行っている。その具体的な内容は、1996年にハーバード教育レビュー誌に発表
されたマニフェストや、2000年の著書『マルチリテラシーズ（Multiliteracies）』におい
て提案されている。
本小論では、まずこのニューロンドングループの提案における要点を紹介し、その後
その影響を受けオーストラリア連邦等を中心として行われてきた、絵本を用いた実践を
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紹介して考察を行う。
2．マルチリテラシーズにおける提案の要点
それでは、まずマルチリテラシーズの提案について、特に本稿と関連の深い部分を中
心に述べる。一点目は、コミュニケーションにおける「意味生成モード」に関する提案
である。ニューロンドングループは、この「意味生成モード」を構成する要素として、
次の6種類の「デザイン（design）」を提示している。その6種類とは、「言語的デザイン」、
「視覚的デザイン」、「音声的デザイン」、「身ぶり的デザイン」、「空間的デザイン」、そし
てこれらを複合的に組み合わせた「マルチモーダルデザイン」である。つまり、コミュ
ニケーション過程において、この6要素のデザインを意識した学習を、体系的・系統的
に行う必要性を提案している。そして二点目は、学習者が自分にとって意味あることと
して、学習内容をデザインし・デザインし直し続けるという過程を含んだ提案である。
これは、各学習者が学校や学級に持ち込む学習の動機や目的の多様性を、積極的に柔軟
に活かす方向の提案と捉えることができる。同グループは、均質な市民の産出を指向し
てきたこれまでの公教育に、新たな役割の転換を提起している。
以上の二点に加え、同グループは次の教育学的な提案も行っている。①学習者が各人
の経験から出発する（状況に埋め込まれた実践）こと。②学習者も教師も共に吟味し合
えるメタ言語によって、学習の意味を明示しながら学習活動を行うこと。③その学習内
容が成立する枠組みを吟味し、批判的に構成すること。④その学習内容を、他の文脈に
転移・変換させる学習活動を含むこと。
マルチリテラシーズを先駆的に紹介し検討してきた足立（2006）は、こういった理論
的研究が浸透し基になって、PISA（OECD生徒の学習到達度調査）は展開されてきた
と言えると述べ、その中でも読むことを構成的にとらえ、学習者のクリティカルな吟味
過程までをも「読解力」に含めて考えている点が、従来のリテラシー教育との違いの一
つであると分析している。
上述したマルチリテラシーズの提案や、それを支える教育学的な提案は、その後の英
語圏におけるリテラシー教育に大きな影響を与え、現在に至るまで母語教育課程の改訂
にも影響を及ぼしている（Kern, 2008 / Unsworth, 2008）。
3．実践例の選定と教育課程における背景
小論では、上述したマルチリテラシーズの影響をとり入れて行われている教育実践の
中から、オーストラリア連邦クィーンズランド州（以下Qld州と表記する）とニューサ
ウスウェールズ州（以下Nsw州と表記する）の小学校3校における言語関連科目の実践
絵本を活用したリテラシー実践へのマルチリテラシーズの影響 ―オーストラリア連邦Nsw州及びQld州の調査を例に―
─ 65 ─
についてとり上げる。オーストラリア連邦、特にその中でも今回紹介する州や学校に着
目して報告する理由は、以下の通りである。それは、前掲のニューロンドングループの
メンバーや関連する研究者が、選択した州内の言語教育政策に深く関わってきたという
経緯があり、特にQld州ではマルチリテラシーズの提案を、州を挙げて教育課程に導入
するという世界的に見ても斬新な取組み（ニューベーシックスプロジェクト。以下NBP
と表記する）を行ってきたからである。Nsw州においても、既存の教育課程の枠組みの
中で、いかにマルチリテラシーズの提案をとり入れて実践開発を行うかといった報告が
上がっている（Unsworth, 2001）。著者は、これらの州や学校を、2003年2005年2007年
2009年2011年2013年と継続的に訪れ、実践の観察や教師へのインタビューを行ってきて
いるため、これらの州や学校における実践を検討することによって、マルチリテラシー
ズの影響を検討できると考えた。
オーストラリア連邦において、マルチリテラシーズをとり入れた教育が積極的に導入
されたのには、歴史的にも移民や原住民等を含む多言語・多文化といった背景があった
ことが一因となっていると考えられる。1970年代以降は、国是として特に社会的・経済
的に周辺部におかれる傾向を持つ子どもたちへの読み書き能力育成への配慮や、言語的
多様性や文化的多様性に配慮した社会基盤の見直しが行われた。オーストラリア連邦で
は、こういった流れを背景に1980年代後半以降、テクストをそれが産出された社会的・
文化的文脈や必然性の中で、その時代に在る作者や読み手の価値観、態度、権力関係等
を反映して、実社会をそこに再構成する場ととらえる考え方や教育の基盤が形成されて
いった。マルチリテラシーズの提案は、こういった背景の中で受け入れられていったと
考えられる。
オーストラリア連邦では、今年度から新しい連邦カリキュラムが、各州が担う形で漸
次実施されている。したがって、この時期までの教育実践へのマルチリテラシーズの影
響をまとめておく意義がある。今回紹介する実践は、Qld州の公立学校ベルビューパー
ク小学校とブランダ小学校、Nsw州のセントメアリー小学校における実践である。
4．実践が位置づけられた教育的枠組みと対象学年
これから紹介する実践が、どういった教科構造等の教育的枠組みの中で行われたのか、
またどの対象学年において行われたのかを述べておく。紹介する実践は、Nsw州のセン
トメアリー小学校において、母語教育である英語科の授業として行われた。つまり先に
も触れたように、既存の教科構造の中にマルチリテラシーズの提案を導入した形である。
しかしQld州では、上述したようにNBPという州を挙げた改革の中に位置づけたため、
ベルビューパーク小学校とブランダ小学校については、教科統合的なリッチタスクと呼
ばれる単元に似た枠組み（以下RTと表記する）において実践が行なわれた。そこで、
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そのリッチタスクと呼ばれる枠組みについて、説明を補足しておく。
NBPでは、各学年や各教科といった枠組みによらないRTと呼ばれるカリキュラムプ
ランのセットが、三学年を通した括りで開発されてきた。これは、「学習者がこれから
の新たな人生に挑戦していけるよう備える」ため、カリキュラムの到達点（outcome）を、
理解・知識・技術の観点から評価・レポート可能な形に再概念化したものである。
そしてNBPでは、上記のような学力観に立って、RTを開発する領域を、以下のよう
に四つ策定した。
① 自分は何者で、どのように生きていきたいと考えるのかという「自己の生き方と社
会の未来」
② 自分は外界と、どのようにつながり接触していくのかという「マルチリテラシーと
コミュニケーション・メディア」
③ これからの社会やコミュニティーの中で、自分はどうありたいのかという「積極的
なシチズンシップ」
④ 自分を取り巻く環境やテクノロジーを、自分はどう分析し考えていくのかという「環
境とテクノロジー」
RTは上記のこの四つの領域を意識し、次のような特徴を備えるような学習活動とし
てデザインされ開発されてきた。
・新旧の多様なメディアに接する活動が織り込まれていること。
・問題解決のプロセスが、織り込まれていること。
・複雑で知的な社会的・文化的実践が織り込まれていること。
・ マルチリテラシーズの理論で提示した六つの意味生成モードを、できるだけ多様に
使用すること。
こういった特徴が20項目近くもウェブ上で提示され、RT開発の基となってきた。例
えば開発されたRTの例を挙げると、「州や連邦において、絶滅に瀕している動植物につ
いてのマルチメディアを用いたプレゼンテーション」や「お話を読んで対話しよう」、「口
写真1：RTシートを用いた実践の開発過程
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頭で語られた歴史と、多様化し変化を続けるライフスタイル」などがある。これらは1 ～
9学年に焦点をあてて開発が行われ、10 ～ 12学年用にも補足的なRTが開発されてきた。
実際の実践開発は、写真1で確認できるように、州の教育省のブランチである学習局
が提供するRTのシートを基に、各学校でその地域や学校の性格を加味して改良される
形で開発されてきた。RTのシートには学習の流れや活動のヒントが書かれており、教
師がこれを基に、各学校の現状に合うアイディアを、写真に見られるような形で付箋紙
等で貼りながら仕上げる形が一般的である。
5．絵本を用いた実践事例
上記の枠組みの中で開発・実践されてきた、絵本を用いた授業を3件例示・報告する。
一つめはベルビューパーク小学（Qld州）におけるRT「お話を読んで対話しよう」の実
践、二つめはセントメアリー小学校におけるリテラシー教育の実践（Nsw州）、そして
三つめはブランダ小学校（Qld州）における、RTを基に独自に開発した「哲学の授業」
の実践である。
5－1．ベルビューパーク小学校の実践例
ベルビューパーク小学校では、全校を挙げてNBPに取り組んできた（足立, 2008）。
紹介する実践例は、前掲の写真1のようなRTの枠組みを基に、同校が工夫して独自に開
発した「むかし、むかし」という絵本を活用した実践である。対象学年は小学校1年生で、
低学年を中心として1学年～ 4学年に向けて系統的にスパイラルアップを狙った学習プ
ランに位置づけられた実践である。
学習活動の流れは、おおよそ次のようなものとなっている。
① 様々に異なるメディアで表現された古典的な物語を、見たり、読んだり、聞いたり
する。
②学習者は、登場人物やセッティングについて分析し、違う物語と比較してみる。
③そして、選んだ同じ物語を、口頭で読んだり、人形劇で演じて見せたりする。
実際には、絵本や朗読、DVD等様々なメディアを使って『三匹の子ぶた』や『ヘン
ゼルとグレーテル』、『シャーロットの贈りもの』等九つの物語について、物語の基になっ
ている考え方やテーマ、思想やモラル等を検討し話し合っていた。例えば、三匹の子ぶ
たにおける問題解決場面での思考法の比較などである。これは4節で述べたRTの学習活
動の「特徴」を反映させていると見ることができる。例えば、授業後の実践者へのイン
タビューにおいても、実践者はこれまでの絵本を用いた読みの授業に比べ、「新旧の多
様なメディアを通した物語の体験」を織り込むことや、「問題解決のプロセスや、それ
に対する子どもたちの思考力」を発揮させたり、話し合わせたりする場面を意識し織り
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込んだことを語ってくれた。
さらに、同じ物語作品でも「文字テクストから他様式のテクストに変換」する体験を
通して、その物語に対する気づきを促す活動も意識的に、系統的に組み込んでいると述
べていた。実際に学習者は、絵本で読んだ物語を朗読して録音作品を作ったり、人形劇
にして家族や地域の人たちに見せる活動を通して、2節で紹介した6種類の「意味生成モー
ド」を意識したり、人形劇の背景作りにおいて、物語の筋との関係で、木の位置の必然
性や使う音楽、効果音によるイメージについての話し合い活動を行っていた。
5－2．セントメアリー小学校の実践例
セントメアリー小学校では、小学校2年生にイアン・ファルコナーの『オリビア』と
いう絵本を使った実践を行っていた。この子ブタの女の子の絵本は、オーストラリアの
小学校では、低学年の授業でよく使われる。理由としては、快活な主人公の愛らしさが、
同世代の子どもたちに人気があるということもあるが、ペインターらが分析しているよ
うに、この絵本は、背景の要素が最低限に絞り込まれて描かれていることによって、登
場人物の動作の描写を引き立たせているという描かれ方の特色を持っているからであ
る。例えば、鏡や洗面台が描かれている場面があるが、現実の社会では当然周りにある
であろう他の物はほとんど描かれず、登場人物の動作や行動に象徴的に関係のある物だ
けが選ばれ、描かれている。ペインターらは、このことによって魅力的に描かれている
登場人物の動作が、より鮮明に表現できるよう工夫された作品になっていると分析して
いる（Painter et al., 2013）。
また、この本は色も二色使いと視覚的要素が絞られており、登場人物の目もほとんど
点で描かれていて読者と視線が合う描き方もされていないため、表情から複雑な心情を
検討するというよりも、登場人物の動作に読み手の意識が向きやすい作品となっている。
そして、その動作が文章の部分と絶妙にズレるように書かれている点が、この本の魅力
写真2：黒板に貼り出された絵
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となっている。
セントメアリー小学校では、こういった絵本の分析を基に、次のような授業を行って
いた。①写真2に示すように、絵本の中からオリビアの動作が描かれた絵を黒板に貼り、
それぞれの絵に描かれている動作や行動を言語化させる。②この時に絵を手掛かりに、
多様な動詞や副詞を考え使わせる。③その後、ページ毎に本文と照らし合わせて教師が
範読し、子どもたちは②までに自分たちが絵から読み取った意味と本文とのズレや組み
合わせを、楽しみながら味わう。④その後、③の絵と本文との関係やズレの中から、各
人が一番気に入ったページを選び、その関係やズレの質を説明して、なぜそれが気に入っ
たかを短い作文に書く。
この実践からわかることは、低学年であっても単に絵本を読み進めるだけでなく、絵
から読み取れることと文章の部分から読み取れることとを分けて意識化させ、絵本のよ
うな二つのモードで表現されているバイモーダルなテクストでは、私たちはその双方の
コンビネーションによって意味をとったり、楽しんだりしているということを体験的に
学習させているということである。絵だけまず見せ、その動作を言語化させたのも、そ
のためである。もしも最初から絵と文章を一緒に読ませていたら、子どもの中には文章
の内容に導かれ、必ずしも絵からの意味を充分意識化しないまま読む可能性のある子ど
ももいたはずである。「モードのデザイン」の意識を、低学年のうちから体験させ、学
習させているものと考えられる。
1節2節で述べたマルチリテラシーズの提案では、特に教育学的な提案において、次の
内容が明記されていた。それは「②学習者も教師も共に吟味し合えるメタ言語によって、
学習の意味を明示しながら学習活動を行うこと」という提案内容であった。そしてその
メタ言語として、マルチリテラシーズではハリデー（Michael Alexander Kirkwood 
Halliday）を中心とする選択体系機能理論が基盤として使われてきた。本小論で言及し
たNsw州、Qld州には、オーストラリア連邦の中でも特に選択体系機能理論の中心的な
研究者が多く活躍しているため、セントメアリー小学校の実践開発にも、その内の数人
が関わっていた。そのことによって、今回紹介したオリビアの実践は、この後の学年で
の次のような学習へと開きつながっていく展開が計画されていた。黒板に貼った絵を見
て子どもたちが書き出した動詞を集め、動詞の種類に応じてプロセスタイプと呼ばれる、
私たちの経験を解釈・構築する記述の型を分類する学習。絵と本文との関係を、論理―
意味的関係（logico-semantic relations）と呼ばれるシステムを用いて記述・検討する学習。
絵本を用いた学習は、ややもすると他の絵本を用いた学習との関連性や発展性を整理
することが難しい場合が多いが、マルチリテラシーズの影響を受けた実践では、上掲の
ようなメタ言語やメタ的な枠組みを活用した学習を、系統的に整理することが可能と
なっていた。
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5－3．ブランダ小学校の実践例
ブランダ小学校では、ベルビューパーク小学校と同様、全校を挙げてNBPに取り組
んできた経緯がある。そこで最後に、州の学習局のプランを参照しながら学校独自に開
発した「哲学の授業」における絵本を活用した実践例を紹介する。対象学年は6年生、
使用した絵本は『The Bunyip of Berkeley’s Creek』である。バークレーという沼地の
ような川に住む想像上の生き物バニヤップが、自分は何者であるのかを見つけていく物
語である。バニヤップは自分がどのような存在なのかに悩み、通りかかるカモノハシや
エミューに尋ねてみる。しかし「足に水かきがついている」や「みにくい羽が付いてい
る」等の答えが幾つか聞けただけで、なかなか自分の本質的な特徴がわからない。科学
を信奉する人間の男にいたっては、自分と会話をしているのにもかかわらず、目に見え
ないので「あなたは存在しない」とまで言う。しかし、最後には自分に似た、そして自
分と同じような問いを抱えて悩んでいる他のバニヤップに出逢い、会話をする中で自分
の存在に気づいていく。
ブランダ小学校の教師たちは、カム（Philip Cam）らの『小さな子どもたちとの哲学
―授業ハンドブックー』を参考に、自分たちの学校の子どもたちに6年間かけて考えて
ほしい問いのリストを作成し、1年生から6年生までの授業に、発達を考慮して配置して
いた。これを一本の系統性の軸に据え、RTを開発したのである。
参観させていただいた授業では、この絵本に関連させ、実際に次のような問いについ
て、子どもたちが話し合っていた。（1）外見が違うということは、私たちの存在や価値
に関してどういった意味を持っているのか。（2）私たちが、確かに存在しているという
ことは、どのようにしたら確かめられるのか。（3）どのような人に自分のことを尋ねる
と、自分の価値や存在がわかるのか。また反対にどのような人に訊いても、こういった
ことはわからないのか。
絵本では、想像上の生き物であっても絵として具現化され表現されているため、子ど
もたちは、描かれた登場人物の外見や出逢う動物等を楽しみながら、上掲のような哲学
的な問いについてあまり抵抗を感じずに話し合っているようであった。
6．おわりに
以上、ニューロンドングループによるマルチリテラシーズ研究を反映させた、絵本を
活用した実践について報告した。勿論、例示した小学校の実践例だけでは、2節4節で挙
げたマルチリテラシーズの提案や目標を全てカバーすることは難しい。しかしこれらの
実践には、マルチリテラシーズの以下のような影響を見ることができる。例えば絵本を
活用する場合、絶えず伝統的なコミュニケーション・メディアと新しいコミュニケーショ
ン・メディアとの融合を念頭において学習活動を組んでいた。また、同じ作品でも、文
絵本を活用したリテラシー実践へのマルチリテラシーズの影響 ―オーストラリア連邦Nsw州及びQld州の調査を例に―
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字テクストから他様式のテクストに変換したりされたりといった、モードの転換やテク
ノロジーの学習も、系統的に体験させ考えさせようとしていた。さらに、「意味生成モー
ド」を構成する6種類の要素を、それらの相互連関を意識させながら選択・組み合わせ
て学習させていた。特に絵本のようなバイモーダルなテクストでは、絵から読み取れる
ことと、文章から読み取れることとの関係を考えさせる学習を行っていた。そして、こ
れらの実践を支えていた選択体系機能理論等のメタ言語の枠組みや教育学的基盤は、さ
らに整理・拡充され新しい連邦カリキュラムにおいても活用されている。これらは皆、
我々が日本の国語科の学習を考える際にも、有益な要点となり得る。
また「哲学の授業」における絵本の活用では、絵本を通して自己や自己の価値と向き
合うマルチリテラシーズにおける重要な観点が反映されていた。かつてQld州では、大
人も経験したことのないこの激動する現代社会を見据えて、今後どういった教育施策が
必要かを検討するために、『2010 クイーンズランド州の教育』、通称「Document 2010」
というレポートが作成された。そこでは、従来の学習のアプローチ方法や、学校の運営
の仕方をも見直す必要性が唱えられ、次のような記述が記載されていた。「進展し続け
る社会の情報化に合わせて、教育への新しいアプローチ方法を編み出すためには、次の
十年に何をなすべきなのだろうか。……〔略〕……学校教育における重要なポイントは、
学習者がそれぞれのペースで成長できるような余地を確保することである。……〔略〕
……合格や不合格ではなく、個人がベストを尽くせるかどうかに重きをおくことで、よ
り教育の効果は上がることだろう。〔訳は引用者〕」。この報告書を改めて読み考えた時、
「哲学の授業」で自己と向き合い考えた「自分は何者で、どういった未来に向かって生
きていきたいか」といった問いは、これからの日本の学習者においても問われるべき重
要な問いではないだろうか。今回の報告は調査の一部ではあるが、絵本を用いたリテラ
シー教育に焦点を当てて考察してみたことにより、マルチリテラシーズの提案が、歳月
をかけ低学年から高学年に向けて多角的に浸透してきていることを改めて確認すること
ができた。今後は、さらに別の観点から、この教育的提案がどういった形でリテラシー
教育に影響を及ぼしてきているのかを検討・考察したい。
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